
幅広いシミュレーション活用でBIMを支援するCASチーム

　「デジタルデザイン室CASチームでは、より広範囲かつ迅速に環境シミュレーションを行い、社内のBIMをサポートしています。

特殊な空間の解析はもちろんのこと､ 通常のプロジェクトの温熱環境や風環境、そして光や音響のシミュレーションなども行っ

ています」と語る永瀬氏は、環境・設備技術部で主管を務め、デジタルデザイン室のCASチームも兼務している。入社以来20数年、

設備設計を軸に、関連性の高い解析の分野にもいち早く取り組んできた、いわばシミュレーションのプロフェッショナルである。

　「私が入社した当時、日建設計ではすでに熱流体解析ソフトのSTREAMを導入し、気流解析等への活用を進めていました。日

本の設計事務所としては、かなり早い取り組みだったといえるのではないでしょうか」。当時はコンピュータのパワーも充分で

はなく、1物件のシミュレーションに3ヵ月かかることもあったという。裏を返せば、当時は同社の設計者にとってもシミュレー

ションは、ある種の特殊な実験的取り組みだったともいえる。しかしその後、ハードもソフトも急速な進化を遂げ、同社の設

計者によるシミュレーションの活用も大きく広がった。いまや、永瀬氏らが社内で請負う解析作業は年間100件を超え、月10件

ほどに達しているという。

　「もちろん、解析に対する設計者のニーズは、当時からあったと思い

ます。特に当社の設計者の場合、小さなプロジェクトでも何か特徴的

なものを創るように求められますから、どのような設計にするかを考

える中で、当然こだわりも生まれてきます。そしてそこには、"実際に

どうなるかを知りたい" という要望もあったことでしょう。しかし、当

時の設計者は、それらを解決するシミュレーションという道具を、今

ほど身近に感じていなかったかもしれません」。

　その意味で大きな転機となったのがBIMの登場である。特に業界に

先んじてその研究に取り組み、いち早くデジタルデザインセンター（デ

ジタルデザイン室の前身）を設置するなど普及推進に努めてきた日建

設計では、シミュレーションに対する設計者の理解も比較的早く進ん

だのだ。
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熱流体解析ソフトウェア「STREAM」を駆
使して多様なシミュレーションで設計を
支援する組織設計事務所の全社的BIM戦
略
2012年1月、日本を代表する組織設計事務所である日建設計は、BIMを
支援する新組織として、デジタルデザイン室を設置した。これまでも
BIMを推進してきた同社だが、これによりその取り組みをさらに本格
化させていく。そしてその柱の1つとなるのが、デジタルデザイン室
CAS（Computer Aided Simulation）チームによるシミュレーションを
活用した環境・設備設計としてのBIMである。この取り組みについて、
CASチームを率いる環境・設備技術部の永瀬修氏にお話しを伺った。
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BIMの急速な普及とともに内外
で高まるシミュレーションへの
ニーズ

　「シミュレーションに対する設計者

の理解は人それぞれですし、体制も不

十分な面はあります。しかしBIMの普

及により、私たちもいろいろな活動が

できる環境が整ってきました。そして

クライアントの意識も変わりつつあり

ます」。前述の通り、永瀬氏らは20年

余も解析の活用に取り組んでいるが、

歴史ある組織設計事務所の同社では十

年来の顧客も少なくない。そうした顧

客への提案の場で、たとえば「以前、

別のプロジェクトでこういうシミュ

レーションを見せてもらったが、今回

も同様にやってもらえないか？」と求

められるケースが増えているのである。

　「実際、一度シミュレーションを活用

して提案すると、次回もやって欲しい

と要望するクライアントがとても多い

のです。図面やパースでは伝えにくい

機能や性能の特性も視覚的に見せられ

るため、クライアントにもわかりやす

く、プランの善し悪しなども明確な根

拠に基づいて判断できるからです」。特

に近年は、省エネルギーやエコロジー

へ向かう世界的なトレンドが生まれ、

イニシャルコストとランニングコスト

の比較など、多くの解析結果を検証し

ながら、より効果的な省エネビルを目

指す流れが強まっている。そして、そ

うした省エネを目指す企業の対外的ア

ピールの重要性も増し、そのアピール

を視覚的に行えるシミュレーションへ

のニーズも必然的に拡大しているのだ。

　このような日建設計におけるシミュ

レーション活用の新しい流れを象徴す

るプロジェクトが、2011年3月に竣工

したソニー株式会社の「ソニーシティ

大崎」である。地上25階建てのこの

オフィスビルには、環境負荷低減のた

めの多彩な先端技術が採用された。中

でも大きな注目を集めたのが、都心部

特有のヒートアイランド現象を抑制す

る世界初の「すだれ」状環境配慮型外

装システム「バイオスキン」だ。これ

は多孔質の陶器管に雨水を流し、陶器

管の表面に浸透した水が蒸発する際に

生じる気化熱で、周辺の空気を冷却す

るという画期的な技術。日建設計では、

実物大模型による実験や数値解析の結

果に基づいて、ビルの東面全体にこの

バイオスキンを配したのである。

設計者自身が使いこなすことで
解析ツールは強力な武器となる

　「バイオスキンのプロジェクトでは、

その効果について、STREAMを活用

して検証しました。実際に、ある条

件下においてエントランスの周辺温

度が2℃程度下がるというシミュレー

ソニーシティ大崎 / ©鈴木豊
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ションを、実測データに基づいて行っ

たのです」。具体的には、東京大学が

行った装置実験で得られたデータ等

をもとに、壁面全面にバイオスキン

を取り付けた場合と半分にした場合

など、さまざまに条件を変えながら、

夏の卓越風時の周辺環境の温度変化

をシミュレートしていったのである。

当然、周辺ビル群はすべてモデル化

し、道路も日光に当たれば温度上昇

するので、その表面温度も計算して

取り入れたという。

　「ある意味、出尽くした感があった

省エネ技術の中で、新しい素材による

取り組みということで大きな話題にも

なりました。また、クライアントも同

ビルのエントランスにモックアップや

解析結果を展示して、PRに活用してく

ださっています」。しかし、このバイ

オスキンのような大規模プロジェクト

でなくても、シミュレーションはさま

ざまなプロジェクトで幅広く活用でき、

活用されるべきだと永瀬氏は考えてい

る。たとえば設計者が設計をしながら

､ 本当にこうなるのだろうか？という

不安がある時、シミュレーションする

ことで理解し、納得ができれば、将来

的な知見としても設計の糧になってい

く。さらにそういう経験値を積み重ね

ていけば、やがて“問題が有りそうか・

無さそうか”を感覚的に把握できるよ

うになり、必要な解析だけを実行すれ

ばよくなるのだ。そのためにも、設計

者自身が解析ツールを使うことが重要

なのである。

　「シミュレーションを使えば、たと

えば煙突の排熱が外気取り入れ口にど

れだけ影響があるのかなどといった、

今までは見えなかった、わからなかっ

たものを数値化して見ることができま

す。設計者が自分の手でSTREAM等の

解析ソフトを使い、温度だけでなくい

ろいろな指標を設計にフィードバック

できるようになれば､ 本当に強力な設

計支援ツールとして、設計者の武器に

なるのは間違いないでしょう。もちろ

んそのために学ばなければならないこ

とがいろいろとありますが、特にシ

ミュレーションというものは、境界条

件の違いによって結果が大きく変わ

るため、“本当に正しい結果なのか？ ”

ということの検証が大事なのです。設

計ツールとして解析ソフトを普及させ

ることで、どのようにしてそこを担保

するかが早急な課題だと考えています。

今後は、CASチームとしての取り組み

をより早く推進できるよう、そういっ

た課題を一つ一つクリアしていきたい

ですね」。

バイオスキンの検討温度分布（夏期、南風、14時）
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STREAMが採用する直交構造格子は計算用格子作成が非常に簡便で、高速に演算が
できます。微小な曲面や斜面を忠実に再現しなくても全体の流れを検討できる対象
物において、最大のパフォーマンスを発揮します。また、離散化手法として多くの
熱流体解析で採用している有限体積法を用い、1000万要素の解析でも約5.5GB程度
のメモリで計算が可能です。さらに、VBインターフェースやテーブル入力型の関数
登録など、お客様用にカスタマイズできる機能も充実しています。

※STREAMは、日本における株式会社ソフトウェアクレイドルの登録商標です。
※その他、本パンフレットに記載されている会社名、製品・サービス名は、各社の商標または登録商標です。
※本資料の内容、テキスト、画像等の無断転載・無断使用を固く禁じます。
※本パンフレットに掲載されている製品の内容・仕様は2012年11月現在のもので、予告なしに変更する場合があります。
　また、誤植または図、写真の誤りについて弊社は一切の責任を負いません。
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● この記事に関するお問い合わせは下記まで。

株式会社ソフトウェアクレイドル

・本社
〒530-0001　大阪市北区梅田3-4-5 毎日インテシオ
 Tel: 06-6343-5641 Fax: 06-6343-5580

・東京支社
〒141-0032　東京都品川区大崎1-11-1 ゲートシティ大崎ウエストタワー
 Tel: 03-5435-5641 Fax: 03-5435-5645

・名古屋営業所
〒450-0001　愛知県名古屋市中村区那古野1-47-1 名古屋国際センタービル
 Tel: 052-589-8649
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